
 

 
人権が尊重された心豊かな地域社会を実現することは、市民共通の願いです。 

  そのためには、私たち一人ひとりが、人権問題についての認識を高め、人権を尊重すると
いう視点に基づいて行動していくことが大切です。 
本市は、人間の尊厳を基盤に、お互いの人権を尊重し合う住みよいまちづくりに向けた諸

施策を積極的に推進しています。これまでの取組をさらに広め、市民一人ひとりの人権意識
の高揚をはかり、明るく住みよい地域社会をつくるために「下松市『人権』を考えるつどい」
を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
L(レズビアン)：女性を愛する女性、G(ゲイ)：男性を愛する男性、B(バイセクシ
ャル)：異性にも同性にも恋愛感情をもつ人、T(トランスジェンダー)：身体の性
と心の性が異なる人の頭文字からとった性的マイノリティ(少数者)を表す言葉。 
 

 
主  催 下松市 下松市教育委員会   
後  援 下松市人権教育推進委員会議 下松市社会福祉協議会 下松市小・中学校教職員研修会 下松市社会教育委員会議 
問い合わせ 下松市教育委員会生涯学習振興課 ℡ 0833-45-1871 Fax 0833-45-1865 

 
 

令和５年度 下松市「人権」を考えるつどい 参加票 ☆当日お持ちください。 

氏

名 
 

所 

属 
 

＊ 複数名で参加される場合は、団体用の参加票に記入され、当日お持ちください。入場の際には、一緒に入

場してください。(切り離して個人で入場することも可能です) 

各種参加票は下松市のホームページからもダウンロードできます。 

令和5年度 下松市「人権」を考えるつどい 

 

期日  令和 5年１１月１３日(月) 

場所  スターピアくだまつ大ホール 

日程   13：５0  開会（13：00 開場）                         

14：00 東 小雪 さん 講演  

LGBTを理解する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15：25  閉会  

◆プロフィール 
1985 年 石川県生まれ 
公認心理師/LGBT アクティビスト/元タカラジェンヌ 
日本初の同性パートナシップ証明を取得(2017 年解消) 
LGBT・女性の生き方・自殺対策などの講演や企業研 
修を行う。 

◆著書 
『同性婚のリアル』(ポプラ社) 
『なかったことにしたくない 実父から性虐待を受けた 
私の告白』(講談社) など多数 

宝塚歌劇団退団後、レズ
ビアンであることをカミ
ングアウトされた東小雪
さん。ディズニーシーで
行った初の同性結婚式や
これからの職場づくりな

ど、ご自身の経験を交え
て日本社会の現状と課題
についてお話します。 

 

入場無料 🍀手話・要約筆記あり 

LGBT 

～日本社会の中でマイノリティであること～ 


